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　－第36号の主な内容－

１．県指定史跡水軒堤防

　　発掘調査概要報告

２．『地宝のひびき－和歌山県内

　　　文化財調査報告会－』

　　 ・報告内容と報告者の顔

    ・アンケート集計など

　　　
写真６　水軒堤防石堤南端部（南西から）

！！

写真１ 布積み部分

写真２ 精緻な切り込みはぎ部

写真３ 背面緑泥片岩石堤(H17調査)

写真４ 土盛南東コーナー部石積み
      （東から）

写真５ 割り石出土状況

　
今
回
は
、
今
年
三
月
に
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
県
指
定
史
跡
水
軒
堤
防
の
調
査
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
水
軒
堤
防
は
、
和
歌
山
市
西
浜
に
所
在

す
る
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
防
潮
・
防
波

堤
防
で
、
平
成
17
年
度
の
道
路
改
良
工
事

に
伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
、
高
い
技
術
で

築
造
さ
れ
た
石
積
堤
防
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た(

風
車
第
13
号
）
。

　
今
年
三
月
に
は
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
水
軒
堤
防
の
範
囲
と
内
容
を
確
認
す
る

た
め
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
当
セ
ン
タ
ー
が
お
こ
な
っ
た
発
掘
調

査
部
分
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

調
査
概
要

・
調
査
地
点

　
水
軒
堤
防
は
昭
和
の
は
じ
め
ま
で
そ
の

一
部
が
露
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め

昭
和
二
年
に
書
か
れ
た
「
雑
賀
村
誌
」
や

地
元
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
、
石
堤
の

南
端
部
と
さ
れ
る
部
分
を
調
査
地
点
と
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
想
定
ど
お
り
南
端

部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
堤
防
の
構
造

　
平
成
17
年
度
の
調
査
で
も
一
部
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
く
は
海
側

の
石
堤
部
分
と
そ
の
背
後
の
土
盛
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
堤
部
分
　
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
く

受
け
る
前
面
の
石
積
み
は
和
泉
砂
岩
製
で
、

布
積
み
（
横
方
向
の
目
地
が
一
直
線
に
並

ぶ
よ
う
な
積
み
方
・
写
真
１
）
、
切
り
込

み
は
ぎ
（
石
材
間
の
隙
間
が
な
い
よ
う
に

石
を
加
工
し
た
積
み
方
・
写
真
２
）
と
い
っ

た
技
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

土
盛
で
覆
わ
れ
る
石
堤
背
面
は
緑
泥
片
岩
（
一

部
和
泉
砂
岩
）
の
石
積
み
（
写
真
３
）
が

用
い
ら
れ
、
表
と
裏
で
明
確
に
使
い
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
南
端
部
南
面
で
は
ち
ょ

う
ど
中
央
付
近
で
和
泉
砂
岩
と
緑
泥
片
岩

の
境
界
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
写
真
６
）
。

　
ま
た
、
南
西
コ
ー
ナ
ー
部
分
の
石
積
み
は
、

丸
み
を
持
た
せ
て
特
に
精
緻
な
切
り
込
み

は
ぎ
に
よ
り
積
ま
れ
て
お
り
、
他
の
部
分

と
や
や
技
術
的
に
異
な
る
こ
と
か
ら
改
修

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
（
写
真
２
）
。

　
土
盛
部
分
　
二
箇
所
に
つ
い
て
部
分
的

に
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
平
成
17
年
度
の

調
査
成
果
と
同
様
に
黄
橙
色
土
で
上
面
を

突
き
固
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
直
下
は
細
砂
と
な
り
ま
す
が
、
0.5
～

１
ｍ
下
に
も
黄
橙
色
の
土
が
あ
り
、
そ
の

上
面
に
は
石
材
を
加
工
し
た
際
に
出
た
と

思
わ
れ
る
和
泉
砂
岩
の
割
り
石
が
詰
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

　
こ
の
土
盛
の
南
面
は
、
石
堤
南
側
面
と
揃

う
よ
う
に
緑
泥
片
岩
で
石
積
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
補
足
調
査
で
は
、
こ
の
石
積
み
は

南
東
の
コ
ー
ナ
ー
部
で
カ
ー
ブ
を
描
い
て
背

面
（
東
側
面
）
に
続
い
て
お
り
、
東
に
進
む

に
つ
れ
粗
雑
に
な
る
こ
と
が
観
察
で
き
ま
し

た
（
写
真
４
）
。
　

　
基
底
部
分
　
南
側
面
の
一
部
を
石
堤
底
ま

で
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
緑
泥
片
岩
の
割
り

石
を
敷
き
そ
の
上
に
石
堤
を
築
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
堤
の
南
側
に
は
、
基
底
部
の
高

さ
で
石
を
敷
き
詰
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
西
半
部
は
敷
石
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
石
堤
の
土
台
と
な
る
土

を
波
に
よ
る
侵
食
か
ら
守
る
た
め
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
（
写
真
６
下
）
。

・
堤
防
の
規
模

　
平
成
17
年
度
の
調
査
成
果
と
あ
わ
せ
て
水

軒
堤
防
の
お
お
よ
そ
の
規
模
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
調
査
部
分
で
高
さ
約
4.2
ｍ
、
上
端

幅
8
～
9
ｍ
（
こ
の
う
ち
石
堤
上
端
幅
約
3.5

ｍ
）
、
石
堤
西
側
面
（
海
側
）
傾
斜
角
約
40

度
、
石
堤
東
側
面
傾
斜
角
53
度
（
Ｈ
17
調
査
）
、

南
側
面
傾
斜
角
約
50
度
で
す
。
こ
の
堤
防
の

長
さ
は
文
献
や
聞
き
取
り
調
査
か
ら
の
推
定

と
な
り
ま
す
が
、
１
km
あ
ま
り
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
（
調
査
は
未
実
施
で
す
が
、
こ
の

南
北
に
は
さ
ら
に
裏
堤
が
続
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
）
。

・
築
造
年
代

　
出
土
遺
物
が
な
く
、
築
造
年
代
は
確
定
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
石

積
の
技
法
、
石
を
切
り
出
す
と
き
に
つ
け
ら

れ
た
矢
穴
痕
の
形
状
か
ら
考
え
て
18
世
紀
代

の
築
造
の
可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
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能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

県
指
定
史
跡
水
軒
堤
防

　
　
　
　
　
発
掘
調
査
概
要
報
告

紀州の歴史と文化の風

文化財センター通信

　【かざぐるま】
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報告内容と報告者の顔

報告
①和歌山市都市整備公社　　　井馬好英氏
　　「川辺遺跡の発掘調査」

②紀の川市教育委員会　　　立岡和人氏
　　「北山廃寺の確認調査－紀の川市貴志川町所在
　　　　　　　の飛鳥時代寺院の範囲確認調査－」

③和歌山県文化財センター　　　日置智氏
　　「京奈和自動車道関連遺跡の発掘調査」

④海南市教育委員会　　　矢倉嘉人氏
　　「鈴木屋敷の発掘調査」

⑤有田川町教育委員会　　　川口修実氏
　　「旧吉備中学校校庭遺跡発掘調査報告」

⑥白浜町教育委員会　　　佐藤純一氏
　　「高瀬要害山城の測量調査」

記念講演
藤田　憲司氏　大阪府立近つ飛鳥博物館副館長
「４・５世紀の紀ノ川と海民
　　　　　　　　－瀬戸内・紀伊・大和の事情－」

３

①井馬氏 ②立岡氏

④矢倉氏

⑤川口氏 ⑥佐藤氏

会場風景（岩出市民俗資料館）

③日置氏

【
報
告
会
の
概
要
】

　
『
地
宝
の
ひ
び
き
｜
和
歌
山
県
内
文
化

財
調
査
報
告
会
｜
』
を
平
成
19
年
７
月
14

日
、
岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
和
歌
山
県
下
で

行
わ
れ
て
い
る
文
化
財
調
査
に
つ
い
て
情

報
を
広
く
提
供
し
文
化
財
へ
の
理
解
を
知

っ
て
い
頂
く
主
旨
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
の
当
日
は
、
大
型
台
風
が
接
近

す
る
悪
天
候
に
も
係
ら
ず
、
65
名
も
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

県
内
の
み
な
ら
ず
、
県
外
か
ら
も
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
会
は
、
藤
田
憲
司
氏
（
大

阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
副
館
長
）
を
お

迎
え
し
て
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
前
方
後

円
墳
の
分
布
に
つ
い
て
、
瀬
戸
内
と
の
比

較
、
海
民
と
渡
来
文
物
に
つ
い
て
な
ど
、

古
墳
時
代
の
興
味
深
い
資
料
や
お
話
を
聞

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
の
調
査
報

告
と
し
て
は
、
各
市
町
教
育
委
員
会
の
埋

蔵
文
化
財
担
当
者
を
中
心
に
昨
年
度
の
成

果
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
京
奈
和
自
動
車
道
関
連
遺

跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
『
地
宝
の
ひ
び
き
』
を
通
じ
て
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
考
え
る
機
会
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　
（
津
村
）

　

－和歌山県内文化財

　　　　　　　　調査報告会－

地宝のひびき

藤田憲司氏　記念講演！！

『4･5世紀の紀ノ川と海民

7月14日開催

－瀬戸内･紀伊・大和の事情－』



新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

shikao

kanoko

＊新キャラクター募集中！！＊

鹿男

鹿子

西
飯
降
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
絵
画
土
器

　
　
　
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

         　　　　第36号
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《
編
集
後
記
》
　
次
回
の
風
車
は
、
９

月
８
日
に
行
わ
れ
た｢

京
奈
和
自
動
車
道

橋
本
道
路
発
掘
調
査
報
告
会｣

の
様
子
と

藤
並
地
区
遺
跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て

報
告
す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
村
）

４

■
参
加
者
に
つ
い
て

　
男
性
…
49
名
　
　
女
性
…
16
名

参
加
者
住
所

　
和
歌
山
市
28
名
・
岩
出
市
12
名
・
紀
の
川

市
13
名
・
か
つ
ら
ぎ
町
５
名
・
海
南
市
２

名
・
高
野
町
１
名
・
県
内
１
名
・
県
外
３
名

参
加
者
年
代(

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り)

　
20
代
１
名
・
30
代
１
名
・
40
代
３
名
・
50

代
５
名
・
60
代
16
名
・
70
代
４
名
・
80
代
２

名＊
多
か
っ
た
の
は
60
代
・
70
代
の
男
性
。
ま

た
、
今
回
は
考
古
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
、
記

念
講
演
が
良
い
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
だ
。
し
か
し
、
若
い
世
代
と
女
性
層
は

ま
だ
ま
だ
参
加
は
少
な
い
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計(

回
答
数
32
名)

☆
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
し
た
か
？

よ
く
知
っ
て
い
る
…
18
名
　
な
ん
と
な
く
知

っ
て
い
る
…
14
名
　
今
日
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
…
０
名

☆
セ
ン
タ
ー
の
催
し
に
参
加
し
た
こ
と
は
？

よ
く
参
加
し
て
い
る
…
６
名
　
数
回
参
加
し

て
い
る
…
13
名
　
一
度
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
…
４
名
　
初
め
て
参
加
し
た
…
９
名

☆
報
告
会
の
内
容
は
？

お
も
し
ろ
い
…
16
名
　
ま
あ
ま
あ
お
も
し
ろ

い
…
10
名
　
普
通
…
３
名
　
あ
ま
り
お
も
し

ろ
く
な
い
…
０
名
　
お
も
し
ろ
く
な
い
…
０

名
　
無
回
答
…
３
名

☆
イ
ベ
ン
ト
の
難
し
さ
は
？

難
し
い
…
１
名
　
少
し
難
し
い
…
３
名
　
普

通
…
21
名
　
無
回
答
…
７
名

☆
今
回
の
催
し
を
ど
こ
で
知
り
ま
し
た
か
？

新
聞
…
１
名
　
ポ
ス
タ
ー
…
３
名
　
知
人
…

６
名
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
２
名
　
案
内
の
チ

ラ
シ
…
22
名
（
県
文
化
財
研
究
会
７
名
・
県

立
図
書
館
２
名
・
岩
出
市
民
俗
資
料
館
１

名
・
き
の
く
に
歴
史
探
訪
館
５
名
・
セ
ン
タ

ー
２
名
）
　
和
歌
山
市
関
係
の
職
場
で
…
２

名
　
そ
の
他
…
１
名

＊
前
回
の
報
告
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
方
が

12.8
％
だ
っ
た
。
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
「
ど
の
よ
う
な
行
事
や
企
画
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
か
？
」
の
質
問
に

は
、
現
地
説
明
会
・
建
造
物
修
復
の
見
学
・

県
内
の
社
寺
に
つ
い
て
の
説
明
会
と
い
う
意

見
が
多
く
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。

■
皆
さ
ん
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

◎
良
か
っ
た
点

・
和
歌
山
県
の
埋
蔵
文
化
財
の
全
体
像
を
理

解
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

・
県
下
全
体
を
一
度
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
な
機
会
に
感
じ
ら
れ
た
。

・
地
宝
の
ひ
び
き
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
・
発

表
で
よ
か
っ
た
。

◎
改
善
す
べ
き
点
・
悪
か
っ
た
点

・
テ
ー
マ
毎
に
20
分
単
位
だ
と
詳
細
な
内
容

が
聞
け
な
い
。
発
表
者
も
あ
せ
っ
て
い
る
。

・
余
裕
あ
る
講
演
会
を
！
。

・
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
。

・
休
憩
を
も
う
一
度
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
　
津
村
）

今回の報告会で、参加者の皆様から

アンケートに回答していただきました。

その結果を報告します。

昨年度より引き続き、皆様からの意見を

参考に今後の活動に活かしていきたいと

思っています。

報告会　アンケート結果

（*印=報告者コメント）


